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1997 1998 1999 2000

会計年度：
売上高 ......................................................................... ¥432,785 ¥455,585 ¥313,820 ¥440,729
営業利益（損失）........................................................... 60,389 63,296 6,383 35,816
税金等調整前当期純利益（損失）................................. 54,222 56,060 6,038 29,689
当期純利益（損失）....................................................... 29,975 30,009 1,866 19,848
減価償却費 .................................................................. 10,167 12,652 17,921 19,446
設備投資額 .................................................................. 18,456 33,302 23,478 18,999
研究開発費 .................................................................. 20,988 26,813 26,842 37,135

会計年度末：
総資産 ......................................................................... ¥387,077 ¥493,600 ¥414,903 ¥499,499
株主資本 ...................................................................... 207,476 261,009 257,716 273,603

1株当たり情報：
当期純利益（損失）....................................................... ¥  181.97 ¥  174.68 ¥    10.70 ¥  113.53
配当金 ......................................................................... 28.00 30.00 12.00 14.00

従業員数（人）.............................................................. 6,277 7,287 7,835 8,946

連結財務ハイライト
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注記: 1. 米ドル表示は、2006年3月31日の為替レート1ド
ル＝117.47円で換算しています。

2. 1997年度の1株当たり情報は当該年度に行なわれ
た1対1.1の株式分割を反映して表示しています。

3. 2005年3月期に収益計上基準の変更を始めとす
る会計方針の変更を行いました。詳しくは連結財
務諸表注記をご参照ください。

■ アジア経済が回復し、半導体需給
バランスも改善する。半導体設備
投資が盛り上がる。

■ 山梨地区に300mmウェーハ対応
プロセステクノロジーセンター
（現在の先端プロセス開発セン
ター）が完成。300mm時代への準
備が本格化する。

■ 年度の後半よりアジア経済危機
が始まる。

3月31日に終了した事業年度

FY1997
■ DRAMの供給過剰で半導体設備投資が
減速する。

FY1998

■ アジア経済危機に加えDRAM供給過剰の
再来で、半導体設備投資が減速する。

■ 取締役会と業務執行体との機能分離、取締
役数の適正化、報酬委員会の設置等、コー
ポレートガバナンス関連の改革を進める。

FY1999

FY2000
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百万円 千米ドル

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2006

¥723,880 ¥417,825 ¥460,580 ¥529,654 ¥635,710 ¥673,686 $5,734,965
121,086 (18,310) 1,119 22,280 63,983 75,703 644,446

99,132 (22,919) (23,010) 14,936 55,775 75,328 641,256
62,012 (19,938) (41,554) 8,297 61,601 48,006 408,663
21,679 26,294 27,374 24,963 21,463 19,170 163,191
49,403 30,946 12,359 11,007 9,876 13,335 113,517
52,911 53,827 50,123 44,150 43,889 49,182 418,673

¥729,511 ¥556,915 ¥524,901 ¥561,632 ¥644,320 ¥663,243 $5,646,063
333,281 307,579 252,904 275,800 332,165 376,900 3,208,480

 円 米ドル

¥  353.76 ¥ (113.85) ¥ (238.57) ¥    46.37 ¥  343.63 ¥  267.61 $         2.28
38.00 8.00 8.00 10.00 45.00 55.00 0.47

10,236 10,171 10,053 8,870 8,864 8,901
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■ 事業構造改革の成果が顕在化し、キャッシュフ
ローが大幅に改善する。

■ 収益計上基準の変更を始めとする会計方針の変
更を行う（連結財務諸表注記ご参照）。

■ 事業構造改革関連で206億円の特
別損失を計上。

■ Tokyo Electron（Shanghai）Ltd.
を設立し、中国でのダイレクトオ
ペレーションを開始する。

■ 米国に先進的な半導体材料およびプロセスの研究開発を
行う TEL Technology Center, America, LLC（TTCA）
を設立する（ニューヨーク州が推進する研究開発支援プ
ログラム Albany NanoTech projectへの参加）。

FY2001
■ 東京エレクトロン株（#8035）、日経225銘柄に採用
される。

■ IT投資の活況期を迎える。
■ 300mmウェーハ対応装置の生産能力を増強する。
■ 最先端の計測ソフトウェア技術を有する米国Tim-

bre Technologies, Incを買収する。
■ 過去最高の売上高・当期純利益を記録する。

FY2002
■ 市場環境が急速に悪化し始める
（ITバブル崩壊）。

■ 製造拠点の統合、閉鎖を進める。

FY2003

FY2004
■ 半導体メモリ投資拡大の恩恵を受け、増
収増益を達成する。

■ 配当政策の刷新と役員の報酬体系の見直
しを行う。

■ 韓国におけるポストセールスビジネス強
化のためにTokyo Electron Korea
Solution Ltd.を設立する。

FY2005

FY2006




